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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
（  川原 正寛  ）  印 
 
（学位論文のタイトル） 
MRI Response of Obturator Internus Muscle to Carbon-Ion Dose in Prostate Cancer  
Treatment 
 （前立腺癌治療における重粒子線線量に応じたMRIでの内閉鎖筋の反応） 
        
（学位論文の要旨） 
【背景・目的】 
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【結果・考察】 
 MRIでの内閉鎖筋の信号変化は線量分布と視覚的に一致した。MRI信号変化の勾配と線量分布との
相関関係がすべての患者で関連していることが観察された。治療計画上の線量とMRIの信号画素値
との相関関係はisocenterからの距離に基づいて各症例で解析した。各症例でそれぞれ一次関数、
二次関数、指数関数をフィッティングし、それぞれのR値の平均は0.944、0.975、0.964でそれぞれ
の標準偏差は0.032、0.024、0.019であり、二次関数が最もよく相関する症例が多かった。二次関
数をy=a+bx+cx2 で表した時のc値がいずれもc>0であり、xが正の時に増加関数であることが示され
た。 
 
【結論】 
 本研究ではCIRT後１年のMRI信号の変化と、全患者の炭素イオン線の線量分布との間に有意な相
関関係があることが示された。信号変化は炭素イオン線の照射線量に二次関数的にフィッティング
することができた。また、線量が増加することでMRIの画素値が増加することがわかった。以上よ
りMRIの信号強度の変化はCIRTの線量分布と相関関係があることが結論付けられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
